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な
音
、
微
妙
に
調
整

附守る@
| 三味線の皮張り|

-五昧哲閉さん
(48歳・川辺町)

午、パ八、{伎など tともに、 +11来

日出の -純である r-~1I~~*~j o 1I .'j:は~1: J ; 

払I(.f・永駄の時代、和泉向上界(弘!の:

の大阪府幌市)の琵琶il請がが、琉球

(~見作の i'IJ縄県)の蛇皮線を改造し

たのが発千下fごといわれています。

この三味線の、皮を， ~，長るfI: ~b' を手

がりる五味さん。 (1らこのfI:"1H:始

めて、 26年になります。 -:'1味線とい

部・大半が輸入)を張ります。 そして
~ゼA

張った皮の附 IJ~ に木怜(木製の「せん

たくばさみ」 のようなもの)を，汁18

4~打ちz写真 、「張り」を強くしま

えば猫の皮を連想する人が多いでし す。克に、本特に5[ミり綱(*ii製のひ

ょうが、「猫の皮は丈夫で、汗む繊制。 も)をカ・Itて，J，~J節し、法: を乾燥させ

I ~'，Ij級だから、 今では大1~1l分がkの皮な ればm )j~ 卜.がりです。

んです」 と五l味さんはよJ3ります。 今では、この作業も機械が大多数。

大まかな工科は、 て11ぷ線のI1同の部 しかし、1¥11付でも珍しい「干・作業J

分(かりんの本)に続飯(ご飯を練 のIi.l味さんは「機械ではできない微

った粘りの強いの り)守強 1)、水で 調整ができるしーとてむおむしろい

温して柔らかくした航(犬)の皮(腹 ですねj t、長約が裂しそうでした。

くこの広報紙は再生紙を使用しています〉



リサイクノレの前ノ
来年度は全市で
[資源ごみの分別回収|

5月10日、愛宕町自治会による分別回収。

雨天にもかかわらず、老人会の役員さんが

もくもくとトラックに積み込んでいた

明め ~、
し て ~ J 
て い - ‘ ノ
くる -、
だ 資うは
さ源かな資
い 因 。ぜ 源
。収併必ご

に せ要み
つ て な の
い、の 介

て 市で 別
もでし 図
説進よ収

h
h

資
、
源
や
エ
、
不
ル
ギ
!
の

4
・

司

大
量
消
費

・
大
量
廃
棄
を

ノ

原
因
と
し
た
地
球
環
境
の

危
機
と
い
う
状
況
の
中
で
、
腐
棄
物

の
減
最
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
上
田
市
で
も

一
昨
年
か
ら
ご

み
減
量

・
再
資
源
化
事
業
の

一
環

t

し
て
資
源
回
収
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
昨
年
度
は
二
十
七
の
自
治
会

で
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
計
三
百
七

十
七
ト
ン
の
紙
類
、
布
知
を
回
収
す

る、
』
t
が
で
き
ま
し
た
。

他
方
、
燃
や
せ
る
ご
み
は
そ
の
前

年
に
比
較
し
て
約
八
百
ト
ン
も
減
立

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
資
源
と

し
て
分
別
回
収
さ
れ
た
量
は
、

一
世

帯
当
た
り
に
す
る
と
約
七

i
八
キ

ロ

グ
ラ
ム
(
一
か
月
当
た
り
)

に
の
ぼ

り
、
こ
の
割
合
で
全
市
に
拡
大
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
少
な
く
と
も
現

在
焼
却
し
て
い
る

ご
み
量
の
約
一
割

近
く
、
処
理
費
用
に
し
て
約
七
千
万

円
を
減
量
す
る
、
」
と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
分
別
か
っ
・

「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご

み
」
と
い
う
ニ
と
は
、

こ
う
し
て
回

収
さ
れ
た
資
源
が
、
今
ま
で
だ
っ
た

ら
燃
や
せ
る
ご
み

t
し
て
焼
却
さ
れ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
実
感
と
し
て
私
た
ち
に
重
〈

の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
出
る

ご
み
の
盆
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て

い
く
こ
と
(
出
す
ご
み
そ
の
も
の
の

減
量
)
、
使
え
る
も
の
は
ご
み
に
す
る

前
に
何
度
、
で
も
活
用
し
て
い
く
こ
と

(再
使
用
)
、
資
源
に
な
る
も
の
は
ご

み
に
せ
ず
、
分
別
し
て
極
力
資
源
と

し
て
一
廃
し
て
い
く
こ

t
{再
利
用

H

リ
サ
イ
ク
ル
)
、
そ
し
て
回
収
ば
か
り

で
な
く
、

再
生
品
を
で
き
る
限
り
買

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、が
、
ご
み
の
処

理
施
設
の
延
命
化
に

t
Eま
ら
ず
資

源

・
ェ
、
亦
ル
ギ
ー
の
節
約
や
地
球
環

境
の
保
全
に
も
つ
な
、
が
っ
て
い
く
の

で
す
。

く

ー
陥
1
円
を
上
乗
せ

生ごみの処理に威力、たいHE化容器。生ごみ
が見えなくなるくらい土をかけるのがポイ
ン卜。雑草なども投入するとよいたい肥が…

私
た
ち
が
全
市
に
広
げ
よ
う
と
し

て
い
る
資
源
回
収
は
、
以
前
か
ら
P

T
A
な

E
で
実
施
さ
れ
て
い
る
廃
品

回
収
を
も
う
少
し
進
め
て
、
毎
月
決

ま
っ
た
眼
目
に
決
ま
っ
た
場
所
、
て
必

ず
回
収
す
る
(
定
時

・
定
点
回
収
)、

回
収
に
か
か
わ
る
費
用
は
市
で
負
担

し
、
売
却
金
額
は
各
地
区
の
実
績
に

応
じ
て
全
額
報
奨
金

t
し
て
還
元
す

る
と
い
う
や
り
方
で
す
。

現
在
不
景
気

t
い
う
、
』

t
も
あ
り
、

資
減
の
売
却
価
格
が
下
が
っ
て
い
ま

す
が
、
市
、
で
は
今
年
度
よ
り
売
却
価

格
に

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
一
円
を

上
乗
せ
し
て
、
よ
り
奨
励
ぞ
図

っ
て

い
く
、

7ζ
に
し
ま
し
た
。

古
紙
製
昂
を
使
お
う
/

資
源
は
い
く
ら
回
収
し
て
も

そ

[21 16 5. 広報うえだ5.



市の動3
2日 市立保育闘入国式 (24問、 1，672人)

3日 市内中学校入学式(7校、 1，472人)

5日 dil大j小学校入学・式(17校、 1，371人)

6日 ヤングドライノfー・セーフティー・キ

ャラパン隊 (30人)が訪問

8日 新卒就職者激励金(市民会館=写真下=)

10日 緑のまつり(上回城跡公園、 -11日)

上IllnrAまつり(市内目抜き通り)/アクア

プラザ、 t凹オープン 1nt]年記念無料開放

(-l1n) 

れ
が
使
わ
れ
な
け
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル

の
輸
は
完
成
し
ま
せ
ん
。

資
源
の
節
約
の
た
め
に
も
、
資
源

古
紙
の
価
格
を
、』
れ
か
ら
少
し
で
も

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
さ
ん

の
生
活
の
中
で
で
き
る
だ
け
市
紙
製

品
(
前
紙
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
竹
紙
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
)
を
口
っ
て

い
た
だ
く
、
」
と
が
必
要
で
す
。

全
市
半
分
以
上
に
拡
大

米
年
度
令
市
で
の
実
施
を
日
指
し
、

今
年
度
は
い
よ
い
よ
令
市
の
半
分
以

上
の
自
治
会
で
実
施
し
て

い
た
だ
く

千
六
十
人
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ウ
ー
マ
ン
が
参
加

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
す
で
に
四
月

末
日
引
在
、
て
五
ト
の
白
治
会
約

一
万

五
千
世
帯
で
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
い
っ
そ
う

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
い
肥
化
容
器
に
補
助

市
で
は
、
昨
年
か
ら
中
ご
み
た
い

肥
化
容
器
(
コ
ン
ポ
ス
ト
)
の
購
入
費

補
助
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
容

器
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
家
峰
で
出

る
恒
ご
み
が
ご
み
と
し
て
山
き
れ
な

け
れ
ば
、
前
記
資
源
回
収
と
併
せ
、

か
な
り
の
減
量
効
果
が
見
込
ま
れ
ま

す
。ま

た
、
容
器
の
使
い
方
に
つ
い
て
、

こ
ん
な
工
夫
を
し
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み

領
収
書
(
レ
シ
ー
ト

は
ダ
メ
)
、
印
鑑
、
振
特
い
座
罫
号
を

用
怠
し
て
生
活
環
境
課
(
内
線

1
3

8
7
)

へ
。
補
助
額
は
購
入
費
の
二

分
の

一

(三
千
円
限
度
)
で
す
。

而民と市長の日|

@月官日⑧

午前9時~正午

11日 iflf.聖子IIITイベント広場オープン

14自 己訓告者交通安全輪出会(高齢者福祉セ

ンター)

15日 上回市納税組合連合会総会/国民健康

保険協力会長・国民年金協)J会長合同会議

16日 塩ITI地区納税組合長、医l保・年金協力

会長合同会議(現田農協会断)/111火事防火

ノfレード(市内)

21日 上削d1'医療協議会

22日 向治会長市の施設研修視察 (-23日)
23日 制人週間記念講演会=写真下=/こt
ぶき大乍入学式(文化会館)

27日 浅1111山麓広域農道全線|刑通式(小諸市)

28日 上田市楠樹祭

(富土山砂原峠)

30日 宵導犬貸与式

市長室
(市役所3階)

官、ム
砂
市役所会鴇室には80
人の聴議者が

16 5. 広報うえ定5.[3] 



日-71日@月1-第35回水道週間

グ
水
道
は
ど
こ
で
も
安
心
う
ま
い
水
4

水
の
大
切
さ
改
め
て
考
え
よ
う

上
田
市
で
初
め
て
水
道
が
で
き
た
の
は
、
大
正
十
二
年

(
一

九
二
三
年
)
六
月
の
こ
・
と
で
す
。
今
年
で
給
水
開
始
七
十
周
年

を
迎
え
・
ま
し
た
。
当
時
、
千
曲
川
畔
の
泉
町
水
源
地
か
ら
ポ
ン

プ
揚
水
し
、
染
屋
沖
水
場
ま
で
導
水
し
て
、
約
二
万
人
の
市
民

が
水
道
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

年
々
増
大
す
る
水
需
要
に
対
処
す
る
た
め
、
戦
後
数
次
に
及

ぶ
拡
張
工
事
に
よ
り
、
今
日
、
近
代
的
な
水
道
施
設
が
整
備
さ

れ
、
約
九
万
九
千
人
の
市
民
が

一
日
一
人
平
均
三
百
六
十
リ
ッ

ト
ル
(
約
ド
ラ
ム
缶

一
・
八
木
分
)
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
六
月

一
日

ωか
ら
七
日
間
・
え
て
「
水
道
は

E
こ
で
も

安
心
う
ま
い
水
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国

一
斉
に
第
三
十
五
回
水
道
週
間
が
行
わ
れ

ま
す
。毎

日
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
、
い
つ

で
も
き
れ
い
で
安
心
し
て
飲
め
る
水
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
水
道
創
設
七
十
周
年
、
水

道
週
間
を
機
会
に
、
水
の
大
切
さ
を
改
め

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

上
田
市
と
市
水
道
局
で
は
、
上
田
市
教
、

育
委
員
会
と
長
野
県
企
業
局
上
回
水
道
管
理
事
務
所
の
後
援
を

得
て
、
水
道
創
設
七
十
周
年
記
念
事
業
の
メ
ー
ン
行
事
と
し
て
、

水
道
週
間
に
併
せ
、
六
月
四
日
働
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
上
聞

市
文
化
会
館
に
お
い
て
「
上
岡
市
水
道
創
設
七
十
周
年
記
念
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、

N
H
K
「
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン

タ
ー

9
時
」
の

「
お
天
気
博
士
」
で
お
な
じ
み
の
気
象
キ
ャ
ス

タ
ー
倉
嶋
厚
さ
ん
で
す
。
ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
、
多
数
・
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
記
念
事
業
と
し
て
、
上
田
市
民
の
水
の

源
を
繰
る

「
千
曲
川
源
流
へ
の
旅
L

(

六
月
十
三
日
間
)
、
「
水
と

生
活
」
、

J
小
の
あ
る
風
景
」
を
テ
l
マ
と

し
た
「
水
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
な

E
を

行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
多
数
の
ご
参

加
、
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

••• 
。
水
道
創
設
湖
周
年
記
念
講
演
会

-
と
き
/
六
月
四
日
掛
午
後
一
時
三
十
分

i
三
時
(
午
後
一
時
間
場
)

ヘ

[4] 16 5. 広報うえだ5.



。
作
千
曲
川
源
流
へ
の
旅
4

参
加
者
募
集

.....̂  

-
と
き
/
六
月
十
三
日
側
午
前
八
時
三
十
分
出
発
、
午
後
五
時

三
十
分
上
田
着
(
午
前
八
時
市
役
所
正
面
玄
関
前
集
合
)

-
コ
!
ス
/
上
田

1
小
諸

1
小
海

l
川
上
村
(
散
策
・
昼
食

)
l

上
田上

田
市
民
の
水
の
源
で
あ
る
千
曲
川
の
源
流
、

川
上
村
を
訪

ね
、
そ
の
人
々
の
暮
ら
し
を
み
つ
め
、
水

の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
募
集
人
員
八
十
人
(
市
民
に
限
る
。

先
着
順
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
)

マ
申
し
込
み

五
月
二
十
日
附
か
ら
三
十

一
日
刊
ま
で
に
水
道
局
(
内
線
1
8
5
5
)

へ
本
人
が
直
接
来
庁
し
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
電
話
、
て
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
土
曜
日
、
日
限
日
は
除
き
ま
す
。

マ
持
ち
物

昼
食
、
雨
具

マ
参
加
費

需
料

。
「
水
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集

-
テ
l
マ
/
「
水
と
生
活
」
「
水
の
あ
る
風
景
」

。
水
の
大
切
さ
、

日
常
生
活
と
の
か
か
わ
り
、
豊
か
さ
、
美
し
さ
、
感
動
等
表
現

豊
か
な
も
の
(
締
切
日

十
月
二
十
九
日
幽
)

水
道
水
や
水
に
対
す
る
闘
心
の
高
ま
り
を
通
じ
て
、
水
と
自

然
の
営
み
や
日
常
生
活
に
視
点
を
置
き
、
水
の
価
値
観
な

E
深

い
か
か
わ
り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

「写真コンテスト』募集要項

応 上田市民、上田市に

募 遜勤している人、上

資 田市内の文化芸術団
格 体に所属している人

応
カラープリント、モ

募
ノクロプリントで四

作
切(ワイド四切Iet:除

口Cコ口
く)。本人の療影のも

ので何枚でも苛

上田市水道局(爾庁

応
舎1階)へ持参また

は郵送(作晶裏面ヘ
募 応募票ちょう付)。

方 郵 送 先 干386上田

法
市大手1-1ト16
問い合わせ公@41叩
(内線1863)

広報うえだ5.5.16[5] 



市
役
所
は
平
成

5
年

4
月
か
ら
、
保
育
園
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
市
民
会
館
、
図
書
館
、
消
防
署
、
産
院
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
除
き
、
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
死
亡
屈
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
日
曜
、
祝
日
と
同
様

に
市
役
所
の
当
直
で
受
け
付
け
ま
す
。

昼
間
忙
し
い
か
た
は

夜
間
窓
口
へ
ど
う
ぞ

••• 
昼
間
時
聞
が

t
れ
ず
、
な
か
な
か

市
税

・
国
保
税
を
納
め
ら
れ
な
い
か

た
の
た
め
に
、
次
の

t
お
り
夜
間
窓

円
を
聞
き
ま
す
。
納
税
制
談
な
ど
も

作
め
で
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

5
川
初
日
附

i
M
m
H

陶
(
時
山
は
午
後
8
時
ま
で
)
マ

と

こ

ろ

収

脱
説

・
同
保
年
金
諜
(
い

ず
れ
も
市
役
所
本
庁
舎
1
階
)

マ

そ

の

他

午

後

6
時
以
降
は
市
役
所

西
側
入

円

(
宿
直
室
横
)
か
ら
お
入

り
く
だ
さ

い¥

マ
問
い
合
わ
せ

収

税

諜

(
内
線

1
3
0
2
)
、
同
保
年
金

法
(
内
線
1
3
6
2
)

情報

「
交
通
災
害
共
済
」ヘ

加
入
し
ま
し
た
か
っ
・

••• 
交
通
災
宵
共
済
は
、

5
月
別

H
仰

で
化
ハ
消
則
川
が
切
れ
ま
す
。

5
川
幻

日
制
ま
で
は
'H治
会
で
、
同
.
，
卜
八

日
側
ま
で
は
川
下
校
、
制
な
ど
で
巾
し

込
み
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
。

内
治
会
な
ど
で
山
中
し
込
み
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
市
民
諜
-

M

什
支
所

て
受
り
付
け
て
い
ま
す
。

マ
会
費

一
般

5
0
0
円
、
団
体

(
保
育
問

・
幼
稚
問
児
、
小

・
中
学

生
)
3
0
0
円
マ
市
で
負
担
す
る

人

①
生
前
保
護
を
受
け
て
い
る
人

②
身
体
的

η将
{
1
1
3
級
)
③
似

打
下
似
を
お
持
ち
の
人
⑪
失
地

・
災

持
泣
兇
⑤
河
歳
以
上
(
大
正
ロ
年

5

日
出
日
以
前
の
生
ま
れ
)
の
人
マ

問
い
合
わ
せ

市
民
課
(
内
線

1
3

5
8
)
 

;nヲ ~，通'J宅明 Z 

n 
~.-. 済

w
，

社
ハ
鵬
、

室
E

鋪

一
服鰍私

，OIW .. l晶 d唱 11(. ト軒植耳温.

交通災害共済のちらしは市民際へどうぞ

• r平成上田商人塾」講座日程と内容

も「平成商人塾」ヘ/

燃えろ/上田の商人魂

市では、脊手経常お ・後継おの皆さんを対象{こ f:?;"J

を{持l泌するこ tになりました。これは、現在の商応純

子;の課題に対応し、米;1記念Jt.Wiえた経営者{二なるよう

tもに学許する場です。定11になり次第締め切ります

ので、 1Rってご応募ください。

1>資格 市内の小売業の経科才;および後継者 (4%長

以 ド)で、全ての講J烹にIIHWできる子定の人 1>定員

30人 b費用 無料(テキスト代、観察研修費な E
は'j~'Pt) 1>申し込み 6 J!2111(mまでにテキスト代

7.980円(税込み)を添えて、 4~人が直桜商工諜へどう

ぞ。 1>問い合わせ 商i戸製{内線1-102)

[6] 広報うえだ5.5.16
件数 225(ー7) 死者 1 (-7) 負傷者 289(-8)
5月4目、岩清水で死亡事故発生(今年2人目)上田市の変通事故発生状況

<4月末茨在.( )は昨年比〉



⑤月の相談 • 
'1: i訂 邸 J立" ~~

(IJ'J *~~ 1 :~S!l ) 

「
所
得
証
明
書
」
な
ど

6
月
1
日
か
ら
発
行

••• 
平
成

5
年
度
(
平
成

4
年
分
)
の

「
所
得
証
明
」
、
「税
額
証
明
」
の
発
行

は、

6
月

1
日

ωか
ら
行
い
ま
す
。

マ
申
請
方
法

印
鑑
持
参
で
、
本

人
ま
た
は
問
肘
の
親
族
が
お
句
』
し
く

だ
さ
い
。
代
瑚
人
の
場
介
は
、
本
人

口
市
の
伏
町
人
選
任
問
川
(
窓
け
に

川
怠
)
か
、
委
任
状
と
代
町
人
の
印

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
マ
手
数
料

'1: l汚 J~1 J立，，~~

(IHlj'合3附)

4社t:i会そh討弘':川a
宮 .2;<2025 

従業安社会

(..j"fi'{"I" :2附)

IJ4~ デパー ト

宮

@
1
1
0
0

+ 

日

GJJl1円(命

1:3::{O-1:-i::W 

6 ) J 25 rl伽

1:l : 3() -1 J : ;封)

o)1 3 Il(ね

1:1 :O()-IG: O() 

6)JI0fl<ね

I:l : (l(}-lu : 00 

6月 1H(火!

約 ::jO-1i : 00 

時名
::"1' 

S宋相

談

相談

栂

:1日J)

相

と

本自

政

法律

(子約

律

心配

法

1-.1 I II:tJ 1:会M~JjfJ・

2 ⑫130() 

一
般
一
件
2
0
0
円

マ

問
い
合

わ
せ

市
民
税
課
(
内
線

1
2
8
2

1
1
2
8
4
)
 

「
市
政
テ
レ
ビ
番
組
」

ビ
デ
オ
を
貸
し
ま
す

••• 
山
で
は
年
間

3
1
4
本
、
信
越
欣

送

{
S
B
C
)
を
通
じ
て
、
市
政
テ

レ
ビ
帯
組
「
ふ
れ
あ
い
上
川

L
e欣

映
し
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
に
制
作

し
た
需
組
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
符
さ

'1: i，f; JJ;1 Jì~ ，;~~ 

( ItiJi'合 :1Hn 
児市川 ft，，~~ 

宮 部I200n 

児 ti¥f~~ fiぷ

{内掠Jti;~(i)

司(i';jl f~~ fi I~d 

1法fiセンタ -

fi 'Ji: 3091; 

多，.. 

lく

uq 

金相談

相談

活槍談

E炎キ自

相

保 険年

て

民

費生

童

子

育

市

消

子

ん
じ
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
題
名
、

放
映
年
月
日
は
左
表
の

t
お
り
、
で
す
。

ま
た
、
平
成
元
年
に
制
作
し
た

「市
制

河
周
年
の
上
回
|
明
日

へ
の
鼓
動
」

も
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ

い
。

マ
問
い
合
わ
せ

秘

書

謀

(
内
線

1

1
1
2
)
 

題 名 放映年月日

1市長と審者 (3人)の対絞 昭和62年3月78

2快適環境づくり一公園ー 11 9月26日

3明日をひら〈テクノポリス 63年3月26日

4高歯害者福祉を考える 1/ 7月23日

5水の恩J8を考える 11 11月12日

6よ田市の消防活動 平成冗s!:3月18日

7蚕羽1・ょ図
11 5月21日

ハイテクの鎚点へ

Sコミとの戦い 11 8月12日

9木を彫る・農民焚術発祥70周年 11 11月23日

10テレトピアよ図 2S!:2月24日

11121 世紀に向けて H 6月23日

12都市型農療への道 11 9月l日

13市民の山・太郎山貧歎 11 11月23臼

14夢ふくらむ上回線跡 3年3月28

15アーチストたちの夢 11 7 s20日

161姉妹都市・兵庫県出石町 11 12月7日

海の気分を満喫 4Sj:4月29日I7r~--~' :: アクアプラザ上図ー

181~図古寺祭訪 1/ 9月27日

19姉妹都市・鎌倉 1/ 11月29日

-市政テレビ番組一覧ー
民
同」
仙川

持
化
防
ゆ
川
〈
遊
ぴ

空
き
劃
似
刈
劃
パ

作
は
山
刊
に
ん
れ
が
乾
燥
す
る
日
が
多

く
、
小
さ
な
火
か
ら
燃
え
叫
が
り

ま
す
。
た
き
火
守
す
る
際
は
消
防

本
部
(
宮
⑬
0

1
1
9
}
に
辿
給

し
て
く
だ
さ
い
。

-
子
ど
も
の
火
遊
び
に
も
注
意

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
、
，

rど

む
の
下
の
川
か
な
い
と
こ
ろ
に
山

当
1
g
し
ょ
・
フ
。

-
空
き
家
の
火
事
に
も
用
心

空
き
家
・
の
同
州
に
は
燃
・
え
や
す

い
も
の
は
訳
か
な

い
よ
う
に
。

く
れ
ぐ
れ
も

用
心
を
f

{ア] 広報うえだ5.5.16



-情報テーブル・

上下水道
新設・増設・修繕工事は

指定工事庖でどうぞ/
水道の給水工事及び下水道のお1: 転出などで使わなくなった上き

水設備工事は、市が指定する工事 は、遅くとも休止する 2円前まで

j苫以外ではできません。 にお知らせください。

市で、!J:<]月 1日から 2年間、下 ・名義の変更・廃止

表のとおり上 ・下水道の工事腐を 印鑑持参で‘水道局窓口へEうぞ。

指定しました。必要な場合は、指 ※休止 ・変更 ・廃止は、周H出の

定工事応に依頼してくださし、。 I時点てや水道料金を精算します。届

・水道の使用開始 け出がないと、料金は以前の使用

転入 ・転居などで水道ぞ使い始 者に請求されますので、 ごj主意〈

めるときは、遅〈主も使用 2日前 ださい。

までにお届けください。そのl僚r使 ・問い合わせ 水道局業務謀(内

用中止中」の荷札のお客様番号か、 線1855)、下水道の問い合わせは下

前使用者名を確認してください。 水道線(内線1536)、農村下水道課

・水道の使用休止 (内線1443)

高
額
医
療
費
の
自
己

負
担
限
度
額
が
変
更

い
一撰
さ
れ
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

(
内
線

1
3
6
3
)

••• 

国
保
年
金
課

-上田市水道第1種指定工事庖(一般の給水工事)及び下水道指定工事庖

工事1!名 自治会 電話 工事后名 自 r，Aロ Azx 電話

ミマジマ技研附 下之郷 38-8139 摘1 異 国設備 長 鳥 22-0102 
{事情 富 下 事且 路 入 22-0271 上野管工 側 吉原訪形 24-3290 
時潟 水工技建 諏訪形 22-0302 *5.也閉水道工 務 所 手火 平日 24・7612
(械工藤商 会 下之郷 38・6956長野プロパンガス鰍 下 車且 38-8585 
嗣図丸ヱ 務 所 常磐町 22・3412本州管工側 みすず台南 35-1054 

上里子設 備 側 新 関 22-8022闘 中 村 商 会 千幽閉T25-1046 
大震設備 側 大 屋 35-0217 側城南ガス設備 川辺町 22・5123
時刻昭 和設備工 君臨 材木町 24・3911備 小林設備工業所 上本郷 38-2400 
時網 {言 平日 諏訪部 24・3311 二L 設 備 手火 辛口 24-6593 一嗣唐沢設備 緑が丘茜 27-3540 北原設備側 緑が丘北 24-1797 

開 卜キワギ水道 常襲警町 22-1343 傍1宮林設備 上司E 郷 38・7177
網中央設備 工業 中常田 22・2853三栄工業嗣 上川原柳田I24・1256
嗣当皆瀬 設 備 林之郷 22-3741 ミヤガミ建設 側 {呆 野 38-6519
側 川 上 高話会 大手町 22-0858 附 ト ー ワ 管 工 染 慶 27-6249 
山崎設備工業嗣 緑が丘西 27-5558 富島設備 側 上本郷 38-7474 

嗣 川西設備 小泉 24・3371側 f言菱空調設備 下之条 27-87221
理事原建設側 長島 22-7018 開矢沢管工 矢沢 23-36991
日本ガス水道側 ~t;実神町 27-4434 

重
度
心
身
障
害
者
に

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

5
月
1
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

の
高
額
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

が
下
表
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、

1
か
月
に
同
じ
人
が
同

一
の
医
院
な
ど
に
支
払
っ
た
自
己
負

担
金
が

6
3
0
0
0
阿
を
超
え
た
分

に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
後
で
払

多数該当 通 常

3 3 6 6 
7 4 3 。
2 _ 8 o __ 0 。。。。。。。。荷量
円 円 円 円

2 2 3 3 
4 3 5 3 イ忌
6 4 4←6 所。←。 。。 得。。。。者
円 円 円 円 ••• 

市
で
は
、

重
度
の
心
身
障
害
者
に

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

マ
対
象

市
内
に
住
み
、
身
体
障

害
者
手
帳

(
下
肢

・
体
幹

・
視
覚
1

1
2
級
)
か
療
育
手
帳

(
A
1
、

A

2
)
を
持

っ
て
い

る
人
(
所
得
制
限

あ

り

)

マ

申
し
込
み

厚
生
課
(
内

-自己負担限度額

*池田水道工務所は水道のみで下水道指定工事庖ではありません。

-上田市水道第2種指定工事庖(水道と器具の接続工事)

工 事 m名 自治会 電話 工 事底名 自，ム口 ~ 電話

上国力. ス 総 北実神町 22-0454 マキノ商会 木 町 23-2720 
宮 尾 商 庖 華青 屋 22-1258 西 i尺 言宣 備 よ 室 賀 31・3756
長 崎 商 i主 呆 坪 23-2950 山本電 気商会 安ト 去 38-2123 
鞠 千野商 l苫 愛宕町 27-3133 備1泉沢 工務所 下 本郷 38-2159 
塊 内 商 底 北大手町 22-2613 木 島 電 告告 長 島 24-1340 
附武鑑街会 下 常 国 22-8456 t曽 国 正 文 本 町 22-0022 
サンリン樹上回支庖 林之郷 25-3030 アラヤ ・ハウジング 新 昆 22・0600
中失 工 機産業種殺 北 常 国 22・8600 備1 中 i撃 興業 世主 ヰヒ 24-7400 
出æm.~撲協同組合 北天神町 24・8500

線

1
6
0
3
)

[8] 16 5. 広報うえだ5.

申し込みは厚生課へどうぞ



環
境
美
化
運
動
の
臼

「
空
き
缶
拾
い
」
を
/

••• 
市
で
は
、

5
月
初
日
闘
を
「
環
境

美
化
運
動
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

近
ご
ろ
問
題
の
空
き
缶
な

E
の
投
げ

捨
て
を
な
く
す
‘
』
と
が
目
的
で
す
。

こ
の
日
は
自
治
会
を
中
心
に
、
空

き
缶
拾
い
な

E
が
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線
1
3
8
7
)

• 

中小企業の人づくりに
""r人材育成制度」を新設~

「
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
」

6
月
4
日
行
い
ま
す

••• 
川
は
み
ん
な
の
財
産
。
一

人
ひ
と

り
の
手
で
、
川
を
汚
れ
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。
信
濃
川
を
守
る
協
議
会
で

は
、
春
と
秋
に
各
種
団
体
に
協
力
を

い
た
だ
き
、
県
下

一
斉
河
川
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線
1
3
8
9
)

まちを会れいに

ご
利
用
く
だ
さ
い
/

個
人
住
宅
建
設
資
金

••• 
マ
対
象

市
内
に
住
む
か
、
ま
た

は
勤
務
す
る
人
(
所
得
な
ど
の
粂
件

あ

り

)

マ

貸
付
金
額

切
万
問
以

市では、 中小企業の人材育成を図るため

~IJ小企業大学校が実施する研修の受講料な

どを助成する「上回市中小企業者等人材育

成事業J ;a.， 4月から始めました。|時代に

応じた経営の確立や技術の向上に必要な人

づくりにお役立てください。

・研修に参加で怠る人

1.中小企業基本法に定められた中小企業

の皆さん(①製造 ・運輸・建設業など、資

本金 l億問以下または従業員300人以下②

卸売業で、資本金307'5問以下または従業員

100人以下③小売 ・サービス業で、資本金

1000万円以下または従業員50人以下)2.市

内に事業所を持つ中小企業の経営者、管理

者および後継者など(年齢・性，811などのIliIJ限

なし) 圃問い合わせ 労政課(内線1411)

上
2
0
0
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-中小企業大学研修日程表

研骨縮問 修修 ア ー マ 受聴料

7 帥川，-面 後継者のための経営能力開発コース 35，000円

s 印刷げ悦『司 流通業の経営戦略 25，000円

月目別zse-a" 管理考の総合的マネジメント能力開発 29，000門

7"，。ω;;建設業の経営戦略 25，000円

7ti2倒S63時- 新イ壬管E望者育成コース 35，000円

月 192明3J世- デザイン開発力向よコース 45，000円

91 .~。嗣-自社役術力向上コース 22，000円

月 e 由叩'峰i*. 実E量的な経営計雷の作り方 35，000円

a明spω;， 中小企業のコンピュー?活用洛 45，000内
10
113蜘.s抽ーす 中小小売広が繁盛するための秘訣 25，000円

月 18明221姐-皆 わかりやすい利益計画の作り方 35，000円

悶
悶
悶
園

特
定
計
量
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立
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査
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結
果

市
で
は
、
計
量
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に
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者
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、
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正
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保
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四
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5
年、
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年
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な
い
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不正当Z不正台数 検査台数
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0.01% 2台 33，718台

ス

ガ

3.1 % 4台 129台 ソ
り
，、;' 

0.0 % 0台 160台 7 タク

虚報うえだ5.

-立入検査の結果
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-ポリオ生ワクチンの投与(2回目)

詳しくは、 3月16日付け「広報うえだJ 12ページを

ご覧ください。時間以各会場とも午後 1時30分から 2

時30分まで。 1回固と 2回目の間隔は 6週間以上あけ

てく Tごさい。

-ポリオ(小児まひ)予防接種目程表

~ 場 名
実施日

対象地 区
z 回

市保市健1御セiJrンタ 一(rlilJtiiJrJ有庁合2f背} 東部・箇部

)11 ill 町 会 鎗 5月26日(氷) 川辺・ 5長田

神 川地 区公民館 神 )11 

市保市健役センター 南部 ・中央
(mll1:i奇跡I庁舎2階) 北部・若草尻

と野が丘公民館 5月27日(木) 神科 ・鐙殿

好 国I 会 鎗 滅 下

境問母子健康センター
5月初日(金)

主包 回

川西ヰ士会得祉センター )11 商

-二種混合予防接種 (ジフテリア・破傷風)

b対象者 l期=① 2歳以上で百日せき にかかった

幼児② 4歳以上て三種混合の l期を受けていない幼児

(ただし、①、②とも 6歳未満)0 2期=①二種混合の

1期ぞ l固または 2阻接種しである人②三種混合の l

期そ 2回以上接種し、 2期が済まないうちに 5歳 6か

月に達してしま った幼児(ただし、 ①、②とも 7歳 6

か月来満)0 1>接種内容 1期=3週間から 8週間の

間踊で 2凹接種 2期 =1期終了後、 12か月ヵ、ら18ヵ、

月以内に 1回接種 1>持ち物母子健康手帳(問診察

は会場に用意) 1>注意事項 ・仁赤ちゃん手帳J をご

覧ください。

・ニ種混合予防接種目程表

会場名|接種目

市保健センター||回目16月 3日(木)

{市役所南庁合2際) 12回目 17月I臼(木)

※接種時聞は、午後1時30分から2時30分までです。

厚生省は、 MMR予防接種について 4月27日の

公衆衛生審議会の意見を受けて、ワクチンの安全

性カ匂護保されるまで、当面実施しないことを決定し

ました。

上田市では、今までに2，958人が接種を受け、無

菌性髄膜炎の発生はありませんでしたが、厚生省

の決定仁従い、 当面MMR予防接種を実施しない

ことにしましたので、ご理解をお願いし、たします。

( 5月 1日付け 「広報j 16ページでMMRワクチ

ン実施の案内を掲載しましたが、見合わせとしま

すのでご了承ください)

なお、対象者には麻しん予防接種が義務付けら

れていますので、麻 しん予防接種を必ずお受けく

ださい。(接種医療機聞は5月1日号を参照)

また、風しん予防接種は、上田市では中学 2iF-
生の女子を対象に実施 していますが、対象年齢以

外で按種ぞ希望する人は、病院・医院で費用個人

負担仁よる接種となります。

おたふくかぜ予防接種についても、希望する人

は、病院・医院で費用個人負植による接種となり

ますので主治医の先生にご相談くださレ。

・問い合わせ
保健予防課(内線1373・1374)

家庭介護教室(第1回)とき/5月21日樹午後2跨-3跨30分 とごろ/国立東信病院
大会議室問い合わせ/国立東信病院継続看護研究会畑町890) 広寝ラjf_155. 5. 16 [10] 



-原啓一郎くん

(6か月・笹井〉

「お座りがしっかりで
きるようになりました。
離乳食も始めています」
と母の恵美さん

保健 診tt
保健予防課(内線 1374)

.6月の乳鈎児健康診査

1>受付時間 いずれも午後 1時 -21時 b持ち物

母子健康手帳、パスタオル(4・10カa月児)、歯ブラシ

( 1歳 6か月児)0 1歳 6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査票に記入してお持ち <1.ごち t、。 3歳児

の健康診査票は、様式が変わりました。 また、視聴覚

検査のアンケートも力nわりましたので刷紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健康診査にお II~r かけください 。

・保健センター (市役所南庁舎 2階)

4建 三ド志ヒ望~、b 実 施 n 4:: 1:]三 月 日

4 台、 jサ
6月 1[1 5. 1. 16-1. 31 

6月28日 5. 2. 1-2. 15 

月
6月10H 4. 7.16-7.31 

10 す3、
6 fJ30日 4. 8. 1- 8. 15 

1歳 6か月
6月 2円 3. 11. 16-11. 30 

6月23円 3. 12. 1-12. 15 

歳
6月18日 2. 5. 1- 5. 15 

3 
6月25日 2. 5. 16-5. 31 

.・塩田母子健康センター (塩田地区)

4 カ、 月
6月22日

5. 1. 16-2. 15 

10 カ・ 月 4. 7. 16-8. 15 

3 歳 6月21日 2. 1-5. 31 

-川西社会福祉センター (川西地区)

4 カ= 月 5. 1. 16-2. 15 

10 か 月 6月16円 4. 7. 16-8. 15 

1歳 6か月 3. 1]. 16-12. 15 

[111 広報うえだ5. 5. 16 

-日本脳炎予防接種

1>対象 ①初回=平成元年 4月一 2年 3月の問に生

まれた幼児②追加=昭和]63年 4月一平成元年 3月の聞

に生まれ、平成 4年中に初回としず ζ 回または 1回接

種してある幼児③昭和63年 4月以前に生まれ、初回・

追加が完7していない幼児 1>接種方法 初lill=1-

2週間の間隔で 2同接種。追加=初回接種後、約 1年

後に l回接種 1>接種時間 午後]1時30分から 2時30

分まで 1>持ち物 母子健康手帳、問診察 (f赤ちゃん

手帳Jの中にあります。会場にも用意) 1>注意事項

① 赤ちゃん手1憾の「接種前後の注意事項J をご覧くだ

さい。②なお、 5月にポリオ、麻しんの予防機種を受

けた幼児は、 lか月聞は、他の予防接種は受けられま

せん。 また、 7月に行うツベルクリン反応検査・ BC

G接種を受 ける幼児は、日本}脳炎予防接種を受けて 2

週間以上経過してから接種してくださ t、。

・日本脳炎予防接種目程表

会 場 名
実施日

対 象 地 区
|回目 2回目

中央(縦IHf.i紙野P1r.原111]". 
袋P1r. "馬場開r・IIIPIJ.九均i

市保健センタ ー I1IT'木町 ・北大手)

(市i'ZIWrnJJ'合 2断J
西部(1、紺庄町・織原 ・r'可
協 ・ 析Illf . ぷl(rilj調i ・ 生J~ . 

6月886月228?it豊平P1r.品企が丘 ・新/i!・総
(火) (火) がJí:~t . 減-It . 主主がJí: ~tj)

畑11 1 ' 伊勢山 ・ ~'I:見 tì .
上 野 が 丘 公 民 館 神科t庁J議・野竹 .jlgW(f' 

îiUl' ・ J I I J~i

Jll 辺 町会館 1:川原 ・川辺町 ・uゴ|

川西社会福祉センター 6，EJ 101'1 6月23日川西

1.1尻地区公民館 (木) (水) 秋手n ・ 卜必~~~JL . ド}ω!~

東部(総入..JRfIIT . J二;~;;FJ I ・

市保健センター
'1'"，;訪日1・ド;千:;1訂・:IU片111・
常入 ・材木町)

( rli役所1.?1斤伶2階) 6月11日6月24日
南部(耐火?中町・ :ltX~111割 r.
81平 ・松尾PIT.際低lor.本

(金) {木) Isj"・4ひょPlf.大二r.IOf)

縫回母子健康センター ~OÍiiJl1 ・ r'ii胤IJJ ・ 別所

神川地区公民館
人:J蚕-Zf下・Fti.水・上青木・
みすず台1軒・みすす台北

j農村環境改善センター 6月15日6月25日 蚤絞

=好町会館 (火) (金) 城下

北部 U:JiI朕柳田1・FIIIJ京
市保健センタ ー 鍛柳冶町・愛宕町 ・上鍛冶町 ・
( rli役所昨j庁舎2階) P1r. tjJflll'ドIi}LLI・

6月16自 6月29日 fJ}ll凹r.税関・11111.J".紺l.;e町}

上聖子が丘公民館 (水) (火) .1;'r~ . ，染尽・舵i尺・金井.J;:.久
保・長島・金調l同F・住吉が丘

/11 辺町会館 相l'側 ・ ド之~ .築地・ 京築!1ll ・
半過・初fU.冶fm

塩田母子健康センター
6月18日6月30日

中塩図

神川地区公民館 (会) (水) 機が丘 ・久保林 ・;艮fl'. 
上沢 ・|詞分 ・ FJli~ ' I)，tql 
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りの人権./みんなで守ろう一人ひと

-上田市人権擁護委員(敬称略)

氏 名 住所 自治会 電話番号|

成沢キクノ 緑が丘2-6・7緑が丘北 @2520 
桜井霊治 中失2-8・9 海野町 @0401 
茅野 ，省也、 古里1421 岩門 ~2483 
林 幹雄大手1-9-20 大手町 史91500
野 π 成一議訪形977 中村 @9514 
竹内 議 国分1214 上 沢 @7874 
小出一則 芳田2446 中吉田 吾、3660
坂下よし子 福田97-3 福田 @9294 
宮原泰 Eカ 古安曽38川 柳沢 @2249 
宮沢 新 前山 1201 西前山 @4664 
保屋野哲男 保野152 {祭野 @2833 

国¥ 弘 越p428 越戸 @3660 

気配りをもうちょっと.• • 

おり、間際的な視野で人権J5;識を見つめ直すこ t
が必要です。全国人権擁必委lt述合会ては、「国際

化u年代にふさわしい人権ぷ織を育てよう」を重点

11棋に、般紙的なEF発活3iJJ
i'行っています。

l，iJえli合会て1よ、 6月1LI 

を「人緋擁護委員の口J !:. 

定め、このnを中心にいっ

そうの作発に努めます。

上111diには、市長から推

I!.:Jされ、法務大臣が委嘱し

た人抑制:t，-;，革委11<左表)カ礼、

ます。，fll.:炎は無-料で秘密lま

守られます。お気軽にご相

談ください。

皆さん、人権擁護委i-unljJ支をご存じですか。

6月lE:1は人権擁護委ilWが施行された日です。

II{{手1J23iF-にまず政令に基づいて人権擁護委員制度

がぷけられ、翌u年 6JJ 1 

11には人権擁護委員法が施

行されました。同氏のj存本

(I~J 人権守擁護し見守る、い

わば民間人による「人権の

寄人J の機関が誕生したの

です。これが人権擁護委H
制j主です。今年は、 1ft咋人

権r{;]45周年lこと当たります。

l司際化時代を迎えた今、

11: 11外悶人の人権問題など

新たな人権問題も発生して

平成4年度苦情の種類別分類

4年
どを占め、健康やl!1J主に被害を受

けるものは少なくなっています。

・快適な生活を過ごすために

最近の苦情は、て坊や事業所か

ら発生するも のよ り、ライフスタイ

Jレの変化の中で、ごく拝通の家庭

生活か ら生まれてくる r近隣公害J

t呼ばれる tlllH型 ・'ti古型公害の

苦情が増加しています。

自然に閉まれた快適な環境の中

て¥楽しく生活を過ごすため、 一

人ひ tりが身の回りに気合同c~ ， 

他人(:迷惑ぞかけていないかぞ考

えてみるこ tが大切です。

・生活環境課 (内線 1389)

乎!成主 4年度に生i前丙E環3誌:境Aで受け

i卜、

、1千I:L工勺!成此 3年度と岡数てで.しfたJ。 lf前件

数は減少傾向にあり、弘!在て1まピ

ークH寺(昭和53年)の 3分の l以

ドとなっています。

苫怖の種類は右図の とおりです。

ì~ な原 l苅は廃材な E の焼却1 に よ る

燃や灰の飛散、灯油の流出、燥背

機、カラオケの音やたい)1巴の悲央

などで¥ ちょっ tした心両己りて、防

げるケースが多〈合まれています。

・被害の内容

「うるさい、臭い、 汚L、J とい

う感覚的 ・心理的な被害がほとん
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